
様式１

頑張る地方応援プログラム

都道府県名 北海道 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の

区分
継続

プロジェクトの
期間

平成19年度～平成22年度
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

90,500

（38,800）

79,000

（0）

285,200

（45,500）

454,700

（84,300）

総　　　計

その他特記事項

http://www.town.shari.hokkaido.jp/03admini/30zaiseijoho/files/syarityotyusin.pdf

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

中心市街地まち
なみ整備事業

中心市街地活性
化施設等整備事
業

3･4･4斜里網走
通他道路整備事
業

・まちなみ委員会と地域住民が一体となり、地域資源を活用した交流活動
の向上を図るための「まちづくりフォーラム」の開催、地域活動・交流活動
等に関する「ワークショップ」の開催、知床の玄関口にふさわしい駅前周
辺地区を目指し、街路樹と併せ緑あふれるまちなみ景観を創出するため
の空地、遊休地などへの「緑化活動」等を行う。
・うるおいある環境づくりのため、ポケットパークなどを配置し、景観に配慮
し電線等の引込線の地中化を促進する。

･中心市街地において、道の駅とテナントミックス型商業施設を活用し、集
客・誘引を図り、商店街での波及効果を狙う。
・JR知床斜里駅に観光交流施設を建設し、観光客など来街者への情報
提供を行う。

・道道街路整備事業や土地区画整理事業による基盤整備事業を基にし
た商店街の再編を行う。
・本線改良に伴う町道取付道路や上下水道の整備を行う。

⑦まちなか再生プロジェクト

斜里町

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
疲弊している斜里町中心市街地の活性化を目指し、「世界自然遺産のまち・斜里」を印象づけ

る駅前周辺の整備や賑わい・落ち着きのあるまちなみの整備、さらに来訪者及び地域住民が楽
しみ交流できる拠点の整備のほか、賑わい創出のためのソフト事業を展開し、官民一体による
中心市街地活性化を図る。

（具体的な成果目標）
①まちなみ整備や交流を育む拠点形成により回遊性・滞在性を向上させ、中心市街地における
観光入込客の28,000人増を目指す。(78,000人→106,000人）
②JR知床斜里駅における観光案内機能の向上や世界自然遺産・知床の玄関口にふさわしい
駅前空間の創出により年間の乗降客数の54,000人増を目指す。（165,000人→219,000人）
③安全な道路形成や潤いを魅力のあるまちなみの形成及び、商業・交流拠点の形成により、中
心市街地における快適性、利便性を向上させ、中心市街地の人口減少率を1/2に抑制する。
（6.6%→3.3%）

斜里町中心市街地活性化プロジェクト


